
 

 

 

 

 
 
 
 

今年は「基礎を固める」一年にしたいと考えています。基礎を見直した

い分野が二つあります。一つは部活動です。吹奏楽部に入部し、初めてト

ランペットを吹いた時は、音が出ませんでした。少しずつその音色も安定

してきましたが、まだ先輩の音にはかないません。先日、外部の先生に指

導を受けたときも、音の出し方の基礎ができていないと感じました。教え

ていただいた口の使い方や息の出し方に注意していきます。もう一つは学習です。人の話を正

確に聞き取ったり、文を正しく読み取ったりすることが、自分は苦手だと分かってきました。

これはどの学習にも必要な力です。人の目を見て話を聞き、文は丁寧に読むようにしたいと思

います。４月からは２年生になりますが、小山中生として心がけてきた「あいさつ」を続けて

いきたいです。入学してくる１年生に「こんな中学生になりたい」と思ってもらえるような２

年生になれるよう、基礎を固める努力をして前に進んでいきたいです。 

                            １年代表 渡邉 楠央                               
 

４月から最上級生となります。僕は三つ、新年の抱負を決めました。一

つめは部活動についてです。中体連までおそらく、あっという間に時間が

過ぎてしまうと思います。僕たちにとっては最後の大会です。１・２年生

にも同じ気持ちでついてきて欲しいと思います。「３年生として下級生と

ともに中体連まで全力で練習をする」を部活動の新年の抱負とします。二

つめは学習についてです。僕は英語と社会が苦手で、自分の生活を振り返ってみると、勉強す

る時間が一定しないという傾向がありました。進路選択が近づき、自分が選ぶ夢の選択肢を増

やすためにも計画的に勉強に取り組みます。「勉強をする時間を決めて実行する」が学習の抱

負です。三つめは生活についてです。３年生になるということは、１・２年生の手本になると

いうことです。生活の抱負は「下級生が憧れるような３年生になる」です。この三つを心がけ、

新たな一年をよいものにしたいと思います。   

２年代表 佐藤  優 
 
平成 28年は僕にとって、部活動や体育大会、群青祭などたくさんのこと

が「中学生活最後」となりましたが、仲間と支え合い高め合うことができ

ました。今年は「受験」「卒業」という大きな節目を迎えます。そこで、

僕が今年頑張りたいことが二つあります。一つはもちろん勉強です。僕は

受験生として以前よりも学力を向上させることができました。しかし、遊

びたい誘惑に負けるようなことがあったことも事実です。そこで昨年よりもさらに自分に厳し

さをもって、受験に合格し、自分が希望する場所で高校生活をスタートできるようにしたいと

思います。二つめは、卒業に向けての活動です。これまで両親はもちろん、先生方や後輩たち

多くの人に支えられながら充実した日々を送ることができました。お世話になった人たちに感

謝の気持ちを伝えることが、僕たち３年生が最後に取り組むことです。下級生の目標となるよ

うな生活を送り、３年生全員で感動の卒業式を迎えたいです。 

                           ３年代表 柳井 康佑  

《校訓》 自主自律    《学校教育目標》 「志を持ち、学び合い、高め合う」生徒 

群 青 小山中学校だより 
第９号 H29.1.20 

 

 
平成 29年 各学年代表の『新年の抱負』（要約） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

す。 

 

 

 

 

 

 

 

≪剣道昇段審査≫                     
  初段 ２年 長田康太郎 １年 湯山祈月                                       
≪税に関する作品コンクール(沼駿地区審査) 作文の部≫ 

  沼津税務署長賞 ３年 大屋里沙   
沼津駿東地区納税貯蓄組合連合会長賞 ３年 芹澤里奈 

  沼津駿東地区納税貯蓄組合連合会優秀賞 ３年 渡邉愛子 

≪静岡県市町対抗駅伝競走大会≫ 
  町の部優勝 男子中学生 ３年 細谷 悠人（７区） 

女子中学生 ２年 池谷 拶紀   
≪吹奏楽アンサンブルコンテスト東部地区大会≫ 
  金管八重奏 銀賞 鈴木万結 金子芽生 湯山なずな 草深晃子 鈴木初奈 

野木千秋 杉山歩実 室伏優花 
  木管七重奏 銅賞 髙杉里帆 渡邊実由 小見山碧衣 高部彩花 杉山志歩 
           菅原咲姫 勝間田愛桜  
≪ヨネックス杯ソフトテニス大会 中学女子の部≫ 
  駿東大会第３位 東部大会ベスト 32 県大会出場 ２年 臼井萌々香・湯山雅子 ペア 
    

 
教育相談の日程 （※問い合わせは小山中学校〈76-0154〉まで） 

学校医相談（岩田先生）  ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ（砂山 SC） 
2/15(水)・3/14(火)      1/31(火) 2/7(火) 2/14(火) 2/28(火)               
    

12・１月の表彰等 (敬称略) 

keisyou 

市町対抗駅伝 細谷・池谷 

 小山中生が、校外の活動でもそれぞれの持ち味を発揮しています 

 1月 8日（日）小山町成人式では、本校の「チームさきがけ」
がよさこいソーランを披露しました。今年の新成人の学年から
成人式での演技が始まったことから、さきがけ OBのメンバーは
感慨深かったことでしょう。また、今年は本校２年の菅原咲姫
さんが司会者を務めました。厚い台本を何度も練習し、たいへ
ん立派な進行ができました。（画像：左上・左中） 
 1月 14日（土）OIFA英語スピーチコンテストでは、本校から
髙杉里帆さん（２年）、高橋実由希さん（１年）、糸賀里菜さ
ん（１年）が発表し、三名とも大変高いレベルのスピーチを披
露しました。高橋さんが国際ソロプチミスト賞を、髙杉さんが
優秀賞を受賞しました。（画像：左下） 
 1月 15日（日）小山町周回コース駅伝競走大会に、本校から
部活動ごとに男子 10チーム、女子７チームが参加しました。冷
たい富士おろしにも負けず、それぞれのレベルに応じて駅伝競
技を楽しみました。（画像：中上・右上） 


